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第１回学校評価（保護者）アンケート結果について 

 

残暑の候、保護者の皆様にはますますご健勝にてお過ごしのことと思います。 

さて、７月に実施しました、第１回学校評価アンケートの結果がまとまりましたのでお知らせし

ます。この結果をふまえて、職員の話し合いをもち、以下のような取組をして改善することにしま

した。保護者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

 なお、表中の「達成率」は、全ての回答数のうち、A（よくできている）と、B（だいたいできて

いる）の占める割合です。 

 

  

保護者アンケート内容 
達成率

（％） 

① お子さんは、あいさつや返事を自分からしていますか。 83 

② お子さんは、やさしい言葉を使って、友達となかよくしていますか。 90 

③ お子さんは、友達と力を合わせて、人のために役立つことをしていますか。 94 

④ お子さんは、ねばり強く、自分から学習していますか。 75 

⑤ お子さんは、課題解決にむけて、自分の考えを説明していますか。 77 

⑥ お子さんは、学んだことを生活に生かしていますか。 90 

⑦ お子さんは、休み時間は外で遊んでいますか。 78 

⑧ お子さんは、失敗や困難に負けず、最後まで取り組んでいますか。 82 

⑨ お子さんは、自ら考え、判断し、安全に生活していますか。 92 

⑩ 学校では、子供たちが英語に親しめるよう、取り組んでいますか。 91 

⑪ 学校では、子供の学習意欲を引き出すような授業の工夫をしていますか。 94 

⑫ 
学校では、ICT も活用しながら、できる喜び・わかる喜びを実感できる授業を行っ

ていますか。 
94 

⑬ 
学校では、心に寄り添う相談や一人一人を大切にした学級づくりに努めています

か。 
95 

⑭ 学校では、豊かな心を育む教育に努めていますか。 95 

⑮ 
学校では、子供たちが自ら成長できるような場を設けたり指導に努めたりしていま

すか。 
91 
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⑯ 学校では､子供たちが生き生きと教育活動に取り組んでいますか。 96 

⑰ 学校では、運動に親しむ機会の充実に取り組んでいますか。 95 

⑱ 
学校は、避難訓練、交通安全、感染症対策など、学年に応じた安全教育に取り組ん

でいますか。 
97 

⑲ 
学校では、学校･学年だよりや配付物､学校ホームページを通して積極的な情報発信

を行っていますか。 
94 

⑳ 
学校では、地域の方々やＳＳＶとの連携･協力を大切にし、吉田地区の自然や歴史､

文化やよさを生かした教育に取り組んでいますか。 
97 

㉑ 
学校では、ICT 機器を活用することで、子供たちの学習や家庭との連携に生かせて

いますか。 
92 

㉒ 学校では、校舎や校庭、通学路等の安全管理に取り組んでいると思いますか。 87 

 ※達成率太字は、９０％を下回っている項目。以下、改善案を記します。 

 

１．改善案について 

 ①「お子さんは、あいさつや返事を自分からしていますか。」について 

  子供たちは、学校内での挨拶は積極的にできていますが、地域の中での挨拶に課題があるよう

です。気持ちのよい挨拶の意識を高めるために、まずは職員自らが率先して挨拶を実践していき

たいと思います。また、折りにふれ、あいさつのよさを子供たちに考えさせる機会をつくりま

す。ご家庭でもあいさつの大切さを、お子さんに引き続きお話しください。 

  

④「お子さんは、ねばり強く、自分から学習していますか。」について 

子供たちが粘り強く進んで学習できるよう、学習活動の見通しをもたせてから活動を始めた

り、つまずいている子供たちへの支援にスモールステップの課題を与えたりしながら、子供たち

が達成感をもてるよう支援を行っていきます。また、授業の振り返りから、できるようになった

ことや、できなかったことを明確にし、これから取り組むことの見通しもたせる指導を工夫して

いきます。 

 

 ⑤「お子さんは、課題解決にむけて、自分の考えを説明していますか。」について 

まず自分の考えや伝え方を整理するための手立てとして、思考を整理するツールや、話し方の

型を定着させていきます。そしてペアやグループ、クラス全体など、子供たち一人一人が発言す

る場を多く設け、児童が抵抗なく説明できるような支援を行っていきます。④の課題と合わせ

て、日々の授業実践の中で取り組んでいきます。 

 

 ⑦「お子さんは、休み時間は外であそんでいますか。」について 

暑さが厳しかったこの夏の期間は、とかく室内で過ごす機会が多くみられました。子供たち

が、積極的に体を動かせるように、休み時間の体育館遊びの曜日を設定したり、晴れ晴れタイム

や縦割り班活動を充実させたりします。そして、運動する事への意識を高めていきます。 
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⑧「お子さんは、失敗や困難に負けず、最後まで取り組んでいますか。」について 

子供たちには、「失敗したらどうしよう」という気持ちがあるようです。まず、失敗してもそ

の失敗を認めていける、学級の雰囲気づくりに努めます。そして、目標に向かって挑戦していく

経験を積み、定期的に振り返りを行います。学校行事などへの大きな目標もありますが、その目

標達成のために行う、毎日の具体的な目標も意識させ、達成感をもてる経験を多く積み重ねられ

るよう支援していきます。 

 

 ㉒「学校では、校舎や校庭、通学路等の安全管理に取り組んでいると思いますか。」について 

  定期的な校舎内外の安全点検の継続とともに、年度始の家庭確認期間において、職員による通

学路の安全点検を実施しています。今後は、保護者の皆さんからの通学路における危険箇所など

の情報を伺う仕組みをつくってまいります。具体的には、Google フォームを活用した回答形式で

行います。 

 

２．記述にて寄せられたご意見への回答 

  学校評価にご協力いただきましてありがとうございました。保護者の皆様から、たくさんの貴

重なご意見、そして励ましのお言葉をいただきました。我々職員の励みになり、改めて感謝申し

上げます。記述における主に学校全体に関わる内容についてお答えいたします。今後ともよろし

くお願いいたします。（複数のご質問をまとめたり，途中を省略したりさせていただいたところ

がありますがご了承下さい） 

 

 Q1  学校での取り組みに不満はありませんが、数年前から子供が家で「死ね」や「殺す」などの

暴言を吐き、注意しても直りません。学校の友達も言っていると本人は言いますが、友達同士

でそんな乱暴な言葉を使っているのかと思うと心配です。 

A1.子供たちは様々な環境の中から影響を受け、学んでいきます。とりわけ言語環境においては、

友達同士の言葉のやりとりは、日常的で影響を受けやすいものです。学校では、国語や学級活

動などにおいて、友達から言われてうれしい言葉や反対にいやな言葉について、発達段階に応

じて学習をすすめます。言葉遣いは、心の様子の表れです。道徳の授業や、人権旬間での取り

組みなどを通して、思いやりの心を育ていきます。校内でそのような言葉がみられたら、教員

もすぐに指導します。 

Ｑ2.通学路の安全点検を再度していただきたいです。保護者や子供達にも聞いてみてはどうでしょ

うか。改善するところは改善して、できないところは、その場所をみんなで共有して注意する

だけでも安全に登下校できると思います 

 
  A2.全保護者の皆様に Google フォームを使って通学路についてアンケート発信をしたいと思いま

す。９月２７日に緊急メールにて発信をいたします。気になる箇所がありましたら教えていた
だき、危険な箇所や改善が必要な箇所は対応し、情報を共有したいと思います。ご協力をお願い
します。  
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Q3.このアンケートの質問は、こちらが答えるというより、学校での友達との関わりの様子や、学校

や先生方の授業や活動への取り組み方や子供たちへの思い、考え、それに対する子供の反応な
ど、こちらが知りたい内容が多いと思いました。 例えば 家ではきちんと挨拶もできるし、悪い
言葉も使わないけれど、学校ではどうなのか。 英語に対して、すでに苦手意識があるようだけ
れど、そういった子に対してどんな工夫をして学習意欲を引き出そうとしてくれているのかな。
という事です。 

 
A3.率直なご意見、ありがとうございます。学校での授業の様子や、子供たちの活動の様子など、で

きるだけ通信や HP、また個人においては連絡帳などを通してご家庭に伝わるように努めてまい
ります。その上で、ご家庭から見たお子さんの様子を伺い、集計の傾向を分析して、今後の指導
改善に役立てていこうと考えています。 

 
Q4.先生方の負担軽減のためにも、アプリの導入をご検討ください。親としても、日々の活動の様子 

や先生方とのやりとりをアプリで出来た方が、見落としがありませんし、早急な確認が可能です。 
 
A４.学校と家庭とをつなぐアプリ導入についてのご提案、ありがとうございます。教員の多忙化解

消について、またデジタル化についてご理解、ご協力いただきありがとうございます。既存のシ
ステムや、一人一台端末の有効活用を進めていきながら、検討していきます。 

 
Q5.宿題が多い。 

  
A５. 宿題につきましては、学校の授業とのつながりを考慮した上で、家庭学習で必要と考える内容

について出しています。その量につきましては、学年によって違いがあったり、個人において
もその負担感は異なったりすると思います。学校としては、これだけは家庭で取り組んで欲し
い課題を宿題として厳選し、意欲的に子供が取り組めるよう支援していきたと思います。お子
さんの宿題へ取り組む様子をみて、気になる点がございましたら担任、または学校までご相談
ください。 

 
Q６．校庭の草むしりについて、校庭の除草をもう少し綺麗に出来たら良いと思います。その為の保

護者の協力も大切だと思います。 
 
A６.校庭の除草作業につきましては、ＰＴＡの皆様、地域の皆様、ＳＳＶの皆様に大変お世話なって

おります。心より感謝申し上げます。子供たちが快適に校庭にて活動ができるよう、業者に委託
することも計画しながら、校庭の整備をしてまいります。今後とも、ご協力の程、よろしくお願
いします。 
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